
競 技 注 意 事 項 
 
本大会は２００９年日本陸上競技連盟競技規則及び本大会申し合わせ事項により行う。

１ 参加資格等 
１ 本大会に居住地、勤務先を偽って出場したことが発覚した場合は、入賞の取り消しは勿論、競技者

としての資格を失い、今後の競技会への出場ができなくなる場合もあるので十分留意する。 
 ２ 出場種目の変更は一切認めない。 

２ 招集について 
 １ 競技者招集所は１００ｍスタート出発点寄りダッグアウトとする。 

 ２ 招集完了時刻は、競技開始時刻を基準として、次のとおりとする。 

 

競技種目 招集完了時刻 

ト ラ ッ ク 競 技 競技開始 ２０分前

フィールド競技 競技開始 ３０分前

 ３ リレー競技に出場するチームは、オーダーを招集完了時刻 1 時間前に競技者係主任に提出する。   

（オーダー用紙は競技者招集所に備えてある。） 

３ 競技について 
 １ レーン順および試技順は、プログラム記載の順とする。 

 ２ 決勝の組み合わせとレーン順は、主催者にて公平に抽選し招集所の掲示板に発表する。 

 ３ レーンを使用する競技では、棄権者があっても、そのレーンはつめない。 

 ４ レーンを使用する競技では、競技者の安全のためにフィニッシュライン通過後も自分に割り当てら 

れたレーン（曲走路）を走る。 

 ５ 本競技場は全天候舗装のため、スパイクの長さはトラック種目は９ｍｍ以内、走高跳、やり投では 

１２ｍｍ以内とする。（競技規則第 143 条②～⑥参照） 

 ６ 競技者はすべて競技役員の指示に従って競技場に入場、退場する。 

 ７ 走高跳のバーの上げ方について 

種目 練習 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

男子 1.60 1.65 1.70 1.75 1.80 1.85 1.90 1.95 2.00 

女子 1.20 1.25 1.30 1.35 1.40 1.45 1.50 1.55 1.60 

    上記以後の高さについては、競技者が最後の１人になるまでは３cm ずつ上げる。 

   第１位が同成績のときの順位決定のためのバーの上げ下げは２cm とする。 

 ８ 砲丸の重量は男子 7.260kg 女子 4.000kg とする。 

 ９ 小学生のスタートはクラウチングスタート、スタンディングスタートいずれでもよい。 

＊ スタートに関するルールは全国大会に準ずる。 

同一人が２回不正出発した場合は失格とする。 

ただし競技には参加させ記録は参考記録とする。

１０ 競技に使用する用器具はすべて主催者が準備したものを使用しなければならない。 

 



４ 練習について 
 １ ウォーミングアップは審判員の指示のもとにバックストレート６～８レーンを使用して行える。 

   ９時４５分まではトラック全周を使える。 

２ 場内での練習は、すべて審判員の指示に従う。 

５ ナンバーカードについて 

１ ナンバーカードは主催者が用意し、胸と背部につけるもの２枚を支給する。ナンバーカードはその 

ままの大きさで胸と背部に確実につける。（走高跳の競技者は胸又は背部につけるだけでもよい）。 

２ 競技終了後、各区市町村毎に番号順にそろえて本部に返却する。 

３ 写真判定用の腰ナンバーカードを１枚貸与する。 

   トラック競技に出場する競技者は、腰ナンバーカードをパンツの右側上部やや後につける。リレー 

競技の場合はアンカーだけつければよい。なお、腰ナンバーカードはその競技終了の都度、役員に 

返却する。 

６ 総合順位決定について 

順位決定方法は次による 

（１） 各種目の得点は１位より８位までとし、それぞれ１位より 12.9.8.7.6.5.4.3 点とする。 

（２） 区市町村対抗の順位決定は各種目の得点合計による。得点合計が同点の場合は上位入賞者数

の多い方を上位とする。 

（３） 男子・女子別に順位を決定する。この場合も（２）後段による。 

７ 表彰について 

１ 男女別の総合成績第１位～３位の区市町村にそれぞれ賞状を授与する。また、総合第１位の区市町

村には優勝旗を授与する。 

 ２ 個人は第３位までに賞状及びメダルを授与する。 

８ その他 

 １ 当日やむを得ない理由（けが、病気、勤務等）で棄権する場合は、棄権届に当該市町村の監督(又は 

責任者)のサイン又は押印のうえ大会総務（競技運営上、競技者係主任）に事前に提出すること。 

 ２ 応急処置について 

   競技中の事故については主催者で応急処置はするが，以後の責任は負わない。 

３ その他不明の点は、大会総務まで。 


